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平成31年2月9日
関西学院大学ボート部　弦月艇友会
❶骨子
毎年、現役の幹部交代が行われた後、11月頃から、次年度の「事業計画」の作成を始めます。2月には完成させて、「学年幹事会」で、その年の、現役とＯＢ・ＯＧ会のスケジュール等を説明し、了解を得ます。

「事業計画」を立案する事により、現役とＯＢ・ＯＧが、一丸となって共有しながら、その1年を計画に沿って進めていきます。毎年、学校並びにＯＢ・ＯＧより、物心両面でのご支援・ご協力を得て、その大切なお金を現役の活動に充てています。

その事が、交流を活性化させ、ＯＢ・ＯＧが、現役の試合を見に来る機会を増やします。

今年の現役の目標は、新人勧誘を例年以上に活発に行い、男子・女子合計で25名以上の新人確保を計画しております。今まで以上の充実したボート部を目指します。

目標は、男子は、「エイトで関西制覇、インカレ・ファイナル」を目指します。女子は、「クウォドで関西選手権3位以内」が目標です。どうか例年以上の、現役へのご協力、ご支援を切にお願い致します。


❷平成31年年間スケジュール
	

	学校
	クラブ
	OB/OG会
	役員会
(満天会)

	１
	秋学期試験
フレキャン
	6・初漕ぎ
	6・初漕ぎ
	23・ボート部OBOG会長会
	6（16）

	２
	入学試験
	
	9・学年幹事会兼OBOG会臨時総会

	
	9（20）

	３
	18・卒業式
	10・弦月艇友会入会式

追い出しコンパ
	
13・ゴルフコンペ
	9・名古屋支部会

	2（27）

	４
	入学式
	新入部員勧誘20～21西日本選手権

	関西ボートマン俱楽部総会
	会費口座振替
	6（24）

	５
	23～26全日本選手権

	確定新勧3～5朝日レガッタ

	
	
	11（22）

	６
	15～16海の森杮落し

	（6/16・仮）第62回関関戦

	[bookmark: _GoBack]	　8・学年幹事会/懇親会
	
	8（19）

	７
	春学期試験
	13～14関西選手権

	夏コンビニ請求　　
	KGAA総会
OB会会長会
	6（24）

	８
	
	
	10・学年幹事会/懇親会
	
	10（21）

	９
	
	5～8インカレ　7～8オク盾


	
	
	14（26）

	10
	25～27全日本新人選手権

	OBOG会定時総会

	6・ゴルフコンペ
	会費口座振替
KGAAゴルフコンペ
	13（24）

	11
	
	加古川レガッタ

	神崎川レガッタ

	20・東京支部会
	10（21）

	12
	
	
	冬コンビニ請求　　
	KGAA会長会・監督会
	8（19）


❸強化部　　
1.2018年を振り返って
・男子エイトは、前年のオッ盾クルーがほぼ残った形で、シーズンに臨んだものの実力出し切れず。とは言え、関西上位校と競争可能なパフォーマンスを発揮。目標達成（メダル獲得）までもう少し。
　・女子もライバルと戦える人数が整い、上位入賞した。
　・１回生漕手の入部多数（男子10名、女子4名(在籍＠12/31)）。

2.方針
　①コーチングスタッフの連携強化
　・フィジカル強化　　・エイトの乗り方
　②部活の強化
　　　・闘う集団、勝てる集団への転換
　　　　⇒強いリーダーシップ。「勝ちたくなる」組織づくり、環境づくり。
　　　　　自分たちで発信し行動する、闘う集団をサポートする(主役は学生)。
　・闘える部員の確保（新入部員の量と質の確保）
　　　　⇒自前のＯＢコーチ発掘・育成(それまでは外部に頼る)
道具(艇・オール・備品等)の維持・管理
宿舎の十分なスペース確保（女子宿舎）

3.今季の取り組み
・フィジカル強化　　　　⇒プロのフィジカルトレーナーによる指導
　　　　　　　　　　　　⇒トレーナーの育成（筋力アップ、ケガの未然防止）
・競技力アップのための組織の見直し、組織づくり（会議体、ユニット）
　　　　　　　　　　　　⇒漕手のポテンシャルを自律的に引き出す
（考える力、発信力、コミュニケーション力）
・漕手へのサポート力強化（マネージャー）

4. 強化スタッフ
　・総監督　　　　森野　　　　　　　・男子コーチ　　高橋(早大OB(2014卒))
　・監督　　　　　北野　　　　　　　・女子コーチ　　坂井
　・助監督　　　　長野　　　　　　　・フィジカルトレーナー　小原(順天堂大OB) 
・施設・道具　　河野　　　　　　　・新人育成　　　前田
　・会計　　　　　滝上　　　　　　　・渉外スカウト　西田+北野　　　　 　
　
5.強化ポイント
・冬季練習の強化　　　　　　筋肥大（トレセン）・・・・・・・・・・・毎日
　　　　　　　　　　　　　　筋持久力（ロング、エルゴ）・・・・・・・毎週
　・基礎技術スキルの修得　　　座学、エルゴ、リギング（秋～冬）・・・・毎週
　・数字、勝利へのこだわり　　目標設定と定期測定
タイムトライアル（乗艇、エルゴ）・・・毎週
ライバルとの並べ
マックスウェイト（陸トレ、冬～春）・・毎月

❹イベント部
・ゴルフコンペ　（春、秋「千刈ＧＣ」)　　　　　　　　　　　　　⇒椎名、広里
・試合観戦イベント企画　（朝日レガッタ、関関戦他）　　　　　　　⇒石川、広里
・OBが漕ぐことが出来る環境整備　（新艇乗船会、OB・OGクルー編成）
・OB/OG動静、近況報告　（情報発信、HP掲載）
・関西ボートマン俱楽部総会　（4月開催）　　　　　　　　　　　　⇒石川、後上
・関関戦実行委員会/神崎川レガッタ幹事校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒河野、前田、後上、長野、池田、広里
・懇親会の開催　（新年会、上ヶ原キャンパス「関学会館」）
・保護者会のアプローチ　（試合観戦の案内）
・現役への就職支援活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒椎名、石川
・弦月艇友会入会式（3/10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒石川、後上


❺総務部
　　◎複数メンバーでの分業体制の確立

・OB/OGへの情報発信の見直し　　広報部と連携（HP）
・OB/OG会費の徴収率アップ　①セディナ徴収率UP　②若手OBへの現役巡回
・OB/OG名簿の精度アップ　　⇒広報部との連携
・会費値上げの検討
・寄付の継続のための事業検討
・各種催し物のバックアップ　　イベント部との連携強化
・現役との情報交換密度アップ　　メルマガの発行補助
・平成年度OB/OGとの繋がりの模索　　
・現役会計への監査強化　　連動した会計報告へ
・学院との繋がり強化（学生課）


❻広報部

	重点施策
	具体的な活動計画

	①ＯＢ・ＯＧ、学校関連に対するＰＲ活動の充実化

　　ＯＢＯＧのＯＢＯＧ会に対する支援の輪を広げる活動を行い、又、学校関連に対してもボート部の存在感をアピールしていく
	①平成卒の各年次代表に記念誌（手紙同封）を送付開始
　H１　大久保、H2　大井、H3　吉川、H4　平田、H5　錠貫、H6　加地、H7　浜田、H8　大森、H9　鳥養、H10　岸本　H11　吉田、H12　永井、H13　正森、H14　中山、H15　小西、H16　倉本、H17　鷲見、
H18　森脇、H19　藤森、H20　赤嶺　H21　斉木、H22　竹中、H23　峰、H24　関口、H25　高田、
H26　石橋、H27　坂井、H28　阪井、H29　八木、H30　高雄

	
	②OB・OGが最新情報を簡単で見易いホームページの充実化を図る
　（現役のホームページ担当が常にアップデート化しやすくすること）

	
	③学校関連に対しても、積極的にPR活動を行っていく
　博物館、KGAA事務局に記念誌を寄贈　（大阪市図書館への記念誌寄贈も検討）

	②現役部員の学生生活の充実化

　　部員一人一人が満足感のある学生生活を送ることができる風土つくりにサポートしていく
	①部員数の増加に伴い手狭となってきている艇庫、宿泊所、女子宿泊所等の拡充について
　本年度の重点課題として、対応策を検討、案をまとめる

	
	②その間でも現役（特に新入部員）が不快感を感じることのない清潔で居心地のよい艇庫、宿泊所とする為に、整理整頓、清掃の徹底化を図る（現役で案をまとめ、実行する）

	
	③将来、立派な社会人として活躍できるように教育支援プログラムの充実化を図る
　【遵奉すべき３精神】
１．文武両道の精神、　２．伝統を重んじる精神、　３．チームワークを大切にする精神

	③ポスト125周年を見据えた活動開始

　　創部125周年の次なるイベントに向けて、現状の課題を整理し、より充実した内容にしていく
	①現役は各年次４回生時に資料を整理し、提出する
　１.写真４枚（男子試合、女子試合、同期、部全体）
　２.年次代表者の思い出話の文章の提出

	
	②試合の結果を時系列で整理していく仕組みを構築する
各年次毎に担当者を決め、しっかりした記録保存のやり方を確立させる
　　(ホームページとの連動を検討する）

	
	③ボート部用としてのライブラリーを設け、貴重な資料や写真を保存、管理していく
　　　(場所の確保検討要）



❼財政

例年通常の発生する事項　　　　　　　　　　過去に発生した費用

　収入　①OB/OG会費　　　260万　　　　　　　　　　　　第1期寄附　　　　560万
②スポーツ振興他　150万　　　　　　　　　　　　第2期寄附　　　　820万
　　　　　合計　　　　　　410万　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　 1380万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　支出　①現役(アーム)　　 96万　　　　　　　　　　　①エイト購入 　　　 300万
　　　　②現役(新人勧誘)　 40万　 　　　　　　　　 　②遠征費援助　　　　 50万
　　　　③現役(女子宿舎)　 87万　　　　　　　　 　　 ③オール購入　　　　 50万
　　　　④支部応援　　　　 15万　　　　　　　　　　　④エルゴ購入　　　　148万
　　　　⑤通信会議費　　　 76万　　　　　　　　 　 　⑤フォア購入　　　　160万
　　　　⑥会費・謝金　　　 96万　　　　　　　　　　　⑥その他　　　　　　570万
　　　　　合計　　　　　　410万　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　 1278万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果、125周年記念寄附は、初期の目標額のご寄付を頂いたが、必要物品の充足に充てられ、今後の剰余金は残っていない。
今後の、次なる寄付の計画を立てる必要がある。
	会長
	宮辻孝治
	副会長
	堀口健三
	

	

	強化部
	イベント部
	広報部
	総務部

	(詳細は、強化部の章に)

(ＫＧ監督会)
森野宏一　
(関西河川スポーツ振興協会)
河野繁明　
北野喜久　

前田秀和
西田勝彦
長野　徹
坂井和樹
	石川　潤(部長)
広里光昭（副）


椎名高広
河野繁明
前田秀和
後上雅彦
長野　徹
池田昌弘

	椎名高広(部長)

(125周年サマリー)
椎名高広
(記録・ＨＰ担当)
後上雅彦
	堀口健三(部長)
(補)滝上正孝、井上博史

(契約、会費回収)
尾西正憲、広里光昭
(名簿メンテ)
広里光昭
(現役ｍｇｒ指導)
井上博史
(東京支部)
森本淳一、田ノ本一彦
(名古屋支部)
神谷和宏


 ❽　役員会組織図　平成31年(2019年)2月9日現在
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